
生乳
蒜山高原のジャー

ジー牛は全国トップシ
ェアの飼養頭数。
（生産量全国９位）

ぶどう
マスカットやピオーネ

などの多彩な品種が県内
全域で栽培されている。
（収穫量全国３位）

岡 山 県 の農 林 水 産業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

岡山県は、山陽道の中央に位置し、東は兵庫県、西は広島県に隣接、南は
瀬戸内海を臨んで四国に、北は山陰地方と接している。
「晴れの国」と言われるほど穏やかな気候に恵まれ、中国山地に源を発す

る吉井川、旭川、高梁（たかはし）川は、良質で豊かな水を常にたたえ、生
活・工業・農業用水として利用されている。

もも
県内各地で栽培され

ている。清水（しみず）
白桃の栽培面積は日本
一。（収穫量全国６位）

鶏卵
県内全域で生産され、

全国でも有数の産地と
なっている。
（生産量全国４位）

ごぼう
高梁川支流の砂地で

生産している「連島
(つらじま)ごぼう」
はＧＩ登録産品。

水稲
朝日、アケボノや

酒造好適米の雄町
（おまち）など、県独
自品種の作付けが
約３割を占める。

二条大麦
主に県南部の干拓地

でビールの原料として
栽培されている。
（収穫量全国４位）

かき類（養殖）
県を代表する水産

物の一つで、高品質
なかきを全国に出荷
している。
（収獲量全国３位）

ひのき
県北部を中心に植えら

れ、全国トップクラスの
生産量を誇る。加工製材品
「美作（みまさか）材」
は 高い評価を受けている。

全国に比べ製造業などの第２次産業の生産額割合が高く、水島工業地帯に
は、石油、化学、鉄鋼など幅広い分野の高度な技術力を有する大企業が集積
しており、県内製造品出荷額等の約５割を占めている。

県中北部では、ぶどう、トマト、アスパラガス、黒大豆、りんどう、和牛
肉、ジャージー牛乳など地域の自然環境を生かした多品目な農林水産物を生
産し、西日本有数の木材集積市場、加工産地も形成されている。
南部では、西日本屈指の農地が広がり、米麦に加え、もも、ぶどう、なす、

黄にら、キャベツ、たまねぎ、スイートピーのほか、のり、かきに代表され
る豊富な海の幸もある。 

全国に先駆けて、化学肥料・農薬（天敵を除く）を一切使わない農産物づ
くりにも取り組み、国の有機ＪＡＳ規格を基本に、より厳しい基準で「おか
やま有機無農薬農産物」として、県独自の認証制度による環境負荷低減の取
組を進めている。

ももやぶどうは、首都圏や海外で高級果物として品質の高さが認知されて
おり、高品質な新品種育成や白桃のシリーズ化など供給力強化に取り組む。
引き続き、高い栽培技術力に支えられた県産果物を首都圏や関西圏を中心

にＰＲすることで、岡山ブランドの認知度を高め、他の県産農林水産物の付
加価値創造を目指す。

令和7年版

なす
県南部の備南地域を

中心に栽培されている。
特に「千両なす」は市場
でトップクラスの評価を
得ている。



岡 山 県 内の 各 地 域に お け る農 林 水 産物

出典：「おかやま農林水産業 元気じゃ農！」を基に作成

備前（びぜん）地域
【農畜産物】もも、ぶどう、なす、はくさい、

黄にら、とうがん、マッシュルーム、愛宕梨、

水稲、小麦、二条大麦、はだか麦、洋ラン類

（鉢もの）、肉用牛

【水産物】かき類（養殖）、くろのり（養殖）

美作（みまさか）地域
【農畜産物】ぶどう、アスパラガス、
トマト、だいこん、しょうが、水稲、
小麦、黒大豆、そば、りんどう、茶、
生乳、肉用牛、鶏卵
【林産物】ひのき

備中（びっちゅう）地域

【農畜産物】もも、ぶどう、

トマト、れんこん、ごぼう、

しょうが、水稲、ばら、ス

イートピー、りんどう、生

乳、肉用牛、豚、鶏卵、ブ

ロイラー、まつたけ

【林産物】ひのき

【水産物】かき類（養殖）、

くろのり（養殖）



出典： 「作物統計」、「野菜生産出荷統計」、「果樹生産出荷統計」、「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」、「畜産
物流通統計」

鶏卵 生産量 R6 134,561 ｔ 2,480,663 ｔ 4

＊ 注：（　）は農業総産出額及び農業産出額を100％とした割合である。

生乳 生産量 R6 106,744 ｔ 7,357,451 ｔ 9

出典： 「令和５年農業総産出額及び生産農業所得（全国）」、「令和５年農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」

ブロイラー 飼養羽数 R6 2,840 千羽 144,859 千羽 11

乳用牛 飼養頭数 R6 15,400 頭 1,313,000 頭 10
加工農産物 0 億円 513 億円 36ぶどう 収穫量 R6 14,300 ｔ 164,600 ｔ 3
その他畜産物 1 億円 1,041 億円 31

＊
もも 収穫量 R6 5,360 ｔ 109,700 ｔ 6

ブロイラー 108 億円 4,471 億円 7れんこん 収穫量 R5 1,150 ｔ 56,200 ｔ 7
鶏卵 433 億円 7,413 億円 4

12,033 億円 5
しょうが 収穫量 R5 193 ｔ 45,600

ｔ 18 鶏 562 億円
ｔ 11

なす 収穫量 R5 4,280 ｔ 288,800
36 億円 7,194 億円 32二条大麦 収穫量 R6 7,070 ｔ 119,100
144 億円 8,310 億円 9年次 岡 山 県 全 国 全国順位 生乳

ｔ 4 ＊
豚

農畜産物の生産状況
乳用牛 149 億円 9,249 億円 9

区 分

(39.2) 12

肉用牛 110 億円 7,696 億円 22

畜産 857 億円 (48.4) 37,212 億円

その他作物 7 億円 585 億円 17 ＊

工芸農作物 1 億円 1,467 億円 41

(10.1) 10

花き 25 億円 3,522 億円 36

果実 305 億円 (17.2) 9,590 億円

野菜 253 億円 (14.3) 23,243 億円 (24.5) 31

いも類 6 億円 2,301 億円 32

豆類 4 億円 572 億円 21

雑穀 0 億円 77 億円 29

(16.0) 18

麦類 8 億円 678 億円 10 ＊

(100.0) 20

米 305 億円 (17.2) 15,193 億円

農業産出額 1,772 億円 (100.0) 94,952 億円

岡 山 県 の 農 業 （ １ ）

・農業産出額は1,772億円で全国20位。うち米が305億円（17.2％）、野菜が253億円（14.3％）、畜産が857億円（48.4％）。
・農畜産物の生産状況は、ぶどうが全国３位、二条大麦、鶏卵が４位、ももが６位、れんこんが７位、生乳が９位。

農業産出額の概略 農業産出額のデータ

区 分 岡山県の農業産出額 全国の農業総産出額 全国順位

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和７年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順位

鶏卵

433億円

24.4%

米

305億円

17.2%果実

305億円

17.2%

野菜

253億円

14.3%

乳用牛

149億円

8.4%

その他

327億円

18.5%



出典： 「令和５年度６次産業化総合調査結果」

31 ＊
事業体数 20 事業体 1,360 事業体 21

26
出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「令和６年集落

営農実態調査結果（令和６年２月１日現在）」 農家レストラン
総額 435 百万円 39,434 百万円

百万円 5,352 百万円 31 ＊
経営体数 10 経営体 1,140 経営体

集落営農数 260 集落営農 13,998 集落営農 23 農家民宿
総額 30
経営体数 50 経営体 5,050 経営体 26参考）世帯総数 801,409 世帯 55,830,154 世帯 18

32

観光農園
総額 823 百万円 37,281 百万円 16

25

販売農家 27,937 戸 1,027,892 戸 14 事業体数 270
農産物直売所

総額 18,933 百万円 1,126,420 百万円
事業体 21,240 事業体

総農家数 50,735 戸 1,747,079 戸 10

42
事業体数 540 事業体 27,760 事業体 22

農産加工
総額 3,708 百万円 999,786 百万円

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位

法人経営体 538 経営体 30,707 経営体 26

農業経営体数 28,699 経営体 1,075,705 経営体 15

人 20
出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和６年３月末現在）」、「令

和２年国勢調査」（総務省統計局）農業経営体数、総農家数及び集落営農数

農業生産関連事業の年間販売（売上）金額及び事業体数区 分 岡 山 県 全 国 全国順位

法人 29,128 法人 28
出典： 「令和５年度の荒廃農地面積（令和６年３月３１日現在）」 参考）人口総数 1,888,432 人 126,146,099

26

荒廃農地面積 11,246 ha 256,676 ha 9 法人数 463

-

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位
国、市町村認定及び都道
府県認定経営体数 2,807 経営体 216,784 経営体

荒廃農地面積 基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 82.1 ％ 69.6 ％

人 24

65歳以上 24,031 人 948,621 人 19

出典： 「令和６年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和７年全国都道府県市区町村別面積調（１月１日時点）」（国
土交通省国土地理院）

女 10,616 人 540,894

男 18,637 人 822,144 人 20

人 1,363,038 人 21

参考）総土地面積 7,114.44 km2 377,975.68 km2 17

全 国 全国順位

牧草地 609 ha 585,900 ha 22 基幹的農業従事者数 29,253

ha 248,600 ha 19 区 分 岡 山 県

基幹的農業従事者数及び認定農業者数普通畑 8,980 ha 1,118,000 ha 23

樹園地 3,570

ha 17
出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和５年度版）」

畑 13,200 ha 1,952,000 ha 28

27.5 ％ 60.4 ％ 39田 48,500 ha 2,319,000

ha 31耕地面積 61,600 ha 4,272,000 ha 21
集積率

全 国 全国順位
担い手への集積面積 17,062 ha 2,593,345

岡 山 県 の 農 業 （ ２ ）

・耕地面積は６万1,600haで全国21位。うち田が４万8,500ha、畑が１万3,200ha。
・農業経営体数は２万8,699経営体で全国15位。うち法人経営体が538経営体で26位。
・市町村認定及び都道府県認定経営体数は2,807経営体で全国26位。うち法人数が463法人で28位。
・農業生産関連事業は、観光農園の年間販売（売上）金額が８億円で全国16位、経営体数は50経営体で26位。

担い手への農地の集積状況耕地面積

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位区 分 岡 山 県



-
出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」 出典： 「令和５年木材統計」

17 国産材と輸入材 - 工場 511 工場法人経営体 82 経営体 4,093 経営体

国産材のみ 58 工場 3,116 工場 26

工場 3,722 工場 34

林業経営体数 1,174 経営体 34,001 経営体 8

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位 製材用素材の入荷があった工場数 58

全国順位
林業経営体数 製材工場数 58 工場 3,749 工場 34

出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

製材工場数

区 分 岡 山 県 全 国

ha 17,616,863 ha 12

人工林面積 205,764 ha 10,133,111 ha 18

「令和５年木材統計」、「令和５年特用林産基礎資料」
国有林 37,036 ha 7,153,338 ha 24

民有林 451,570

kg 10 ＊
林野面積 488,606 ha 24,770,201 ha 17

出典：

＊
区 分 岡 山 県 全 国 全国順位

生うるし 生産量 2 kg 1,651

千束 5 ＊

木質粒状燃料 生産量 25,322 ｔ 158,646 t 2

林野面積 竹材 生産量 28 千束 898

＊

まつたけ 生産量 1 ｔ 19 t 6 ＊

広葉樹 26 千㎥ 1,721 千㎥ 15

出典： 「令和５年林業産出額」 ひのき 238 千㎥ 3,180 千㎥ 4 ＊

あかまつ・くろまつ 4 千㎥ 494 千㎥ 14

千㎥ 17 ＊

栽培きのこ類生産 14.5 億円 2,199.2 億円 26

16 針葉樹 358 千㎥ 18,926木材生産 55.0 億円 3,257.0 億円

384 千㎥ 20,647 千㎥ 18

全 国 全国順位

林業産出額 70.3 億円 5,562.5 億円 24 素材生産量

岡 山 県 の 林 業

・林業産出額は70.3億円で全国24位。うち木材生産が55.0億円、栽培きのこ類生産が14.5億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量が全国18位、木質粒状燃料が全国２位、ひのきが４位、竹材が５位、まつたけが６位。

林業産出額 林産物の生産状況

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位 区 分 岡 山 県



23
出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」

動力漁船 1,015 隻 58,906 隻

漁船隻数 1,418 隻 109,283 隻 27

380 事業体 8
出典： 「令和５年度６次産業化総合調査結果」

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位 事業体数 10
漁家レストラン

総額 41 百万円 13,249 百万円 30 ＊
事業体

漁船隻数 経営体数 0 経営体 540 経営体
漁家民宿

総額 34 百万円 5,389 百万円 26 ＊
29

34,988 百万円 17 ＊
事業体数 20 事業体 810 事業体 11

1,220 事業体 25
出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」

水産物直売所
総額 742 百万円

＊
女 128 人 11,632 人 17 事業体数 10 事業体

総額 760 百万円 179,159 百万円 27

全 国 全国順位男 864 人 109,757 人 34
水産加工

人 121,389 人 32
区 分 岡 山 県

出典： 「令和５年漁業・養殖業生産統計」

漁業就業者数

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位 漁業生産関連事業の年間販売（売上）金額及び事業体数
海面漁業就業者数 992

＊出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」

その他のます類 34 t 2,067 t 13 ＊

内水面養殖業収獲量 59 ｔ 30,341 ｔ 29

ｔ 284 ｔ 1 ＊
内水面漁業経営体数 38 経営体 4,076 経営体

ｔ 21,567 ｔ 10 ＊
海面漁業経営体数 742 経営体 65,662 経営体

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位
内水面漁業漁獲量 17929
ふな 12628

＊

内水面漁業・養殖業生産量 238 ｔ 51,908 ｔ 26 ＊

ｔ 16 ＊

漁業経営体数 かき類 11,557 ｔ 149,064 ｔ 3

出典： 「令和５年漁業産出額」 海面養殖業収獲量 16,677 ｔ 851,509

180 t 2,106 t 4

ｔ 38

海 面 養 殖 業 49 億円 5,731 億円 21 くろだい

億円 36 海面漁業漁獲量 3,127 ｔ 2,926,411

ｔ 3,777,921 ｔ 30 ＊

海 面 漁 業 22 億円 9,534

全 国 全国順位

海面漁業・養殖業産出額 71 億円 15,265 億円 35 海面漁業・養殖業生産量 19,804

岡 山 県 の 漁 業

・漁業産出額のうち、海面漁業・養殖業産出額は71億円で全国35位。
・水産物の生産状況は、海面漁業のくろだいが全国４位、海面養殖業のかき類が３位、内水面漁業のふなが１位。
・漁業生産関連事業は、水産物直売所の年間販売（売上）金額が７億円で全国17位、事業体数は20事業体で11位。

漁業産出額 水産物の生産状況

区 分 岡 山 県 全 国 全国順位 区 分 岡 山 県



岡 山 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等

人口減少や高齢化などにより、基幹的農業従事者の減少が急速に進むことが想定される
中、岡山県の新規就農者は、令和元（2019）年度から令和５（2023）年度までの５年間で
県内外から約800人が就農し、水稲作付面積10ha 以上の経営体の数も増加するなど、次代
を担う力強い担い手の確保・育成も進んでいる。引き続き、岡山県農業の魅力や充実した
研修制度のＰＲに取り組む。
また、持続可能な経営体の育成や担い手への農地集積・集約化、スマート農業等により、

生産性の向上を図る。

担い手の確保・育成

ぶどう栽培研修会の様子
出典：岡山県HP

おかやまのくだもの
出典：岡山県HP

おかやま有機無農薬農産物等研修会
出典：岡山県HP

高い競争力を誇る岡山県産のもも、ぶどうは、全国的に栽培面積が減少する中、生産基
盤の整備や新規就農者の確保・育成などを一体的に取り組むことにより出荷量が増加して
いる。また、輸出金額においても、年々増加している。
今後、もも、ぶどうのほか、冬から春に出荷する「晴苺」の生産量増加を推進する。
また、強みである品質の高さを生かした「くだもの王国おかやま」のブランド確立に向

け、生産体制の強化と輸出拡大を図る。
具体的には、産地の規模拡大や生産性の向上に取り組むとともに、重点市場の台湾、香

港、シンガポールを中心に積極的なプロモーション活動を展開する。また、大阪・関西万
博の機会を活用した情報発信など、効果的な取組を行う。

果樹振興とブランド確立

持続可能な農林水産業の実現

おかやま有機無農薬農業など有機農業の取組拡大や化学肥料・農薬の使用量低減、施設
園芸の省エネルギー化や農林水産業での燃油使用量削減等による温室効果ガスの排出削減、
家畜排せつ物の適正な管理、プラスチック被覆肥料の被膜殻の流出防止対策と代替肥料の
普及拡大、稲わらの活用など、市町村等と連携し、環境負荷低減の取組を進める。
有機農業については、国際水準以上の有機農業の面積拡大に向けて、研修会の開催や産

地づくり、実需者との意見交換などに取り組む。
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